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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月7日(2016.1.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
インビトロ診断のために、バルク液体および／またはバルク固体を管理するシステム（３
００）であって、該システム（３００）が、
試料処理ユニット（２００）と、
前記試料処理ユニット（２００）に、少なくとも１つのバルク液体および／もしくはバル
ク固体のそれぞれを供給するための、少なくとも１つのバルク液体および／もしくはバル
ク固体供給容器（１３１、１３２、１３４、１０１、１０２）、ならびに／または、前記
試料処理ユニット（２００）から、少なくとも１つのバルク液体および／もしくはバルク
固体の廃棄物のそれぞれを受け取るための、少なくとも１つのバルク液体および／もしく
はバルク固体廃棄容器（１１１、１２１、１３３、１０３、１０４）を受け入れる、少な
くとも１つのバルク容器ユニット（１００、１１０、１２０、１３０）と、
装着プレート（９０）、基準ベース（８０）、ならびに前記装着プレート（９０）および
前記基準ベース（８０）に接続される力測定セル（７０）を備え、該力測定セル（７０）
が張力をかけたセンサワイヤ（６１）を備える振動ワイヤセンサ（６０）を備える少なく
とも１つの重量測定装置（１５０、１５０’、１５０”）と
を備え、
前記装着プレート（９０）が、バルク容器（１３１、１３２、１３４、１０１、１０２、
１１１、１２１、１３３、１０３、１０４）によって前記装着プレート（９０）に加えら
れる重量により、前記基準ベース（８０）に対して付勢され、力を前記力測定セル（７０
）に伝達するように構成されており、伝達された前記力は、前記力測定セル（７０）の変
形を引き起こすことにより、前記センサワイヤ（６１）の張力に変化をもたらして、振動
周波数に変化をもたらし、これにより、前記バルク容器（１３１、１３２、１３４、１０
１、１０２、１１１、１２１、１３３、１０３、１０４）の重量を示す電気信号を生じさ
せ、
前記装着プレート（９０）が、前記重量により前記装着プレート（９０）に加えられる前
記力の方向と同じ方向で、前記基準ベース（８０）に向かってまたは前記基準ベース（８
０）から離れて移動でき、同時に、加えられる前記力の方向に直角な方向で、横方向に移
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動できるように、前記装着プレート（９０）および前記基準ベース（８０）は、弾性的に
連結されており、
前記装着プレート（９０）に加えられる力の増加が、前記装着プレート（９０）と前記基
準ベース（８０）との間の距離の減少、および横方向の位置ずれの増加に対応しており、
前記装着プレート（９０）に加えられる力の減少が、前記距離の増加、および前記横方向
の位置ずれの減少に対応していることを特徴とするシステム。
【請求項２】
前記重量測定装置（１５０、１５０’、１５０”）が、前記基準ベース（８０）に対する
前記装着プレート（９０）の移動方向を定めるための、少なくとも１つの傾斜エレメント
（８２）および／または少なくとも１つの移動エレメント（８３）をさらに備える請求項
１記載のシステム。
【請求項３】
少なくとも１つの重量測定装置（１５０、１５０’、１５０”）に電気接続され、また、
少なくとも１つの重量測定装置（１５０、１５０’、１５０”）から前記電気信号を受信
し、該電気信号をアナログ信号からデジタル信号へと変換するように構成された電子装置
（１６０）を備える請求項１記載のシステム。
【請求項４】
前記重量測定装置（１５０、１５０’、１５０”）が、該重量測定装置（１５０、１５０
’、１５０”）および／または前記力測定セル（７０）に関する識別データを保管する不
揮発性メモリチップ（４０）を備える請求項１記載のシステム。
【請求項５】
電子装置（１６０）が、前記不揮発性メモリチップ（４０）から識別データを受信し、前
記重量測定装置（１５０、１５０’、１５０”）の識別子を確認するか、および／または
、前記識別データに基づいて、前記重量測定装置（１５０、１５０’、１５０”）を較正
するように構成されている請求項４記載のシステム。
【請求項６】
前記重量測定装置（１５０、１５０’、１５０”）が、前記試料処理ユニット（２００）
のバルク容器区画（２５０）のプラットフォーム（２５１、２５２、２５３）上か、また
は前記試料処置ユニット（２００）の外部のプラットフォーム（１９０）上に配置される
請求項１記載のシステム。
【請求項７】
前記システムが、バルク容器（１３１、１３２、１３３、１０１、１０２、１０３、１０
４）を保持するために前記装着プレート（９０）上に配置可能なバルク容器ホルダ（１４
１、１４２、１４３、１０５、１０６）を備え、前記バルク容器ホルダ（１４１、１４２
、１４３、１０５、１０６）が、前記バルク容器（１３１、１３２、１３３、１０１、１
０２、１０３、１０４）から最終的に溢れるバルク液体を受け入れるためのオーバフロー
チャンバを備え、前記重量測定装置（１５０、１５０’、１５０”）を前記バルク液体か
ら保護する請求項１記載のシステム。
【請求項８】
前記バルク容器ユニット（１００、１１０、１２０、１３０）が、クロージャ（１７５）
と、該クロージャ（１７５）に連結される供給導管または廃棄導管（１７６）とを備える
閉鎖機構（１７１、１７２、１７３、１７４）を備え、前記バルク容器が前記クロージャ
（１７５）によって閉鎖されると、前記バルク容器（１３１、１３２、１３４、１０１、
１０２）からバルク液体を供給するため、または前記バルク容器（１３３、１０３、１０
４）内にバルク液体もしくはバルク固体を廃棄するために、前記導管（１７６）の少なく
とも一部が前記バルク容器（１３１、１３２、１３３、１０１、１０２、１０３、１０４
）内にあることを特徴とする請求項１記載のシステム。
【請求項９】
前記バルク容器（１３１、１３２、１３３、１０１、１０２、１０３、１０４）の閉鎖を
検出し、それにより前記バルク容器（１３１、１３２、１３３、１０１、１０２、１０３
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、１０４）内の前記導管（１７６）の位置を検出するために、前記閉鎖機構（１７１、１
７２、１７３、１７４）がクロージャセンサ（１７８）を備える請求項８記載のシステム
。
【請求項１０】
前記バルク容器（１３１、１３２、１３３、１０１、１０２、１０３、１０４）の重量の
測定が前記閉鎖機構（１７１、１７２、１７３、１７４）の影響を受けないように、前記
クロージャ（１７５）が、実質的に力のかからない接触または小さい力による接触を用い
て、接触しない方法または隣接する方法で、前記バルク容器（１３１、１３２、１３３、
１０１、１０２、１０３、１０４）を閉鎖するように構成されている請求項８記載のシス
テム。
【請求項１１】
前記導管（１７６）を前記バルク容器（１３１、１３２、１３３、１０１、１０２、１０
３、１０４）内の所定位置に維持する間、バルク液体が前記バルク容器（１３１、１３２
、１３３、１０１、１０２、１０３、１０４）から漏出することを防ぐために、前記閉鎖
機構（１７１、１７２、１７３、１７４）が、前記導管の周囲に配置され、前記バルク容
器（１３１、１３２、１３３、１０１、１０２、１０３、１０４）の閉鎖を達成する、ブ
ラシ状の構造体または柔軟性のある弾性部材（１７７）を備える請求項１０記載のシステ
ム。
【請求項１２】
前記電子装置（１６０）から前記デジタル信号を受信し、該デジタル信号を、前記バルク
容器中のバルク液体またはバルク固体の量に関する、重量測定装置（１５０、１５０’、
１５０”）上のバルク容器の有無、バルク容器の空状態、バルク容器の一杯になった状態
、バルク容器の部分的に充填された状態、バルク容器の過充填状態の群から選択される、
１つまたは２つ以上の機械および／またはユーザが識別可能な情報データに変換するよう
に構成される制御ユニット（１８０）を備える請求項３記載のシステム。
【請求項１３】
前記制御ユニット（１８０）は、空または部分的に充填されたバルク廃棄容器（１１１、
１２１、１３３、１０３、１０４）の重量に対応する重量が、前記装着プレート（９０）
上もしくは前記バルク容器ホルダ内に置かれているかどうかを確認し、および／または、
完全にもしくは部分的に充填されたバルク供給容器（１３１、１３２、１３４、１０１、
１０２）の重量に対応する重量が、前記装着プレート（９０）上もしくは前記バルク容器
ホルダ内に置かれているかどうかを確認するように構成されており、さらに、前記バルク
廃棄容器（１１１、１２１、１３３、１０３、１０４）へのバルク液体もしくはバルク固
体の廃棄、または前記バルク供給容器（１３１、１３２、１３４、１０１、１０２）から
のバルク液体もしくはバルク固体の供給のそれぞれを可能にする前に、クロージャ（１７
５）が前記バルク容器（１３１、１３２、１３４、１０１、１０２、１１１、１２１、１
３３、１０３、１０４）を閉鎖しているかどうかを判定するために、クロージャセンサ（
１７８）からデータを受信するように構成されていることを特徴とする請求項１２記載の
システム。
【請求項１４】
前記制御ユニット（１８０）は、バルク廃棄容器（１１１、１２１、１３３、１０３、１
０４）の重量が所定値に達している場合には、前記バルク廃棄容器（１１１、１２１、１
３３、１０３、１０４）へのバルク液体もしくはバルク固体の廃棄を停止し、および／ま
たは、バルク供給容器（１３１、１３２、１３４、１０１、１０２）の重量が所定値に達
している場合には、前記バルク供給容器（１３１、１３２、１３４、１０１、１０２）か
らのバルク液体もしくはバルク固体の供給を停止するように構成されることを特徴とする
請求項１２記載のシステム。
【請求項１５】
前記制御ユニット（１８０）は、バルク液体もしくはバルク固体の廃棄および／または供
給を、他の使用可能なバルク容器への廃棄／他の使用可能なバルク容器からの供給へと、
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方向を変えるように構成されることを特徴とする請求項１４記載のシステム。
【請求項１６】
前記制御ユニット（１８０）は、バルク液体および／もしくはバルク固体それぞれの、前
記試料処理ユニット（２００）への供給の前後での、バルク液体および／もしくはバルク
固体供給容器（１３１、１３２、１３４、１０１、１０２）の重量の差を決定し、ならび
に／または、バルク液体および／もしくはバルク固体の廃棄物それぞれの、前記試料処理
ユニット（２００）からの受け取り前後での、バルク液体および／もしくはバルク固体廃
棄容器（１１１、１２１、１３３、１０３、１０４）の重量の差を決定するように構成さ
れていることを特徴とする請求項１２記載のシステム。
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